






















































































健康な状態 歯 周 病
軽　度 中 程 度 重　度 末　期
プラーク
歯石の沈着
歯肉の発赤
腫脹
歯肉溝の歯石沈着
歯肉からの出血
排膿・骨の吸収
歯周ポケットの進行
歯槽骨の吸収
歯の動揺・咬合痛
歯根の露出
著しい動揺
滋賀医科大学医学部附属病院ホームページ　(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/)
◦患者さんと共に歩む医療を実践します
◦信頼・安心・満足を提供する病院を目指します
◦あたたかい心で質の高い医療を提供します
◦地域に密着した大学病院を目指します
◦先進的で高度な医療を推進します
◦世界に通用する医療人を育成します
◦健全な病院経営を目指します
「信頼と満足を追求する『全人的医療』」
滋賀医大病院ニュース第49号別冊
編集・発行：滋賀医科大学広報委員会
　　　　　　〒520ｰ2192　大津市瀬田月輪町
　　　　　　TEL：077（548）2012（企画調整室）
過去の TOPICS（PDF 版）はホームページでご覧いただけます。
糖尿病
　高血糖の状態が続くと歯周病になりやすいことから、歯周病は糖
尿病の合併症の一つと言われてきましたが、最近、歯周病が糖尿病
の症状を悪化させることが明らかになってきました。歯周病菌から
出る毒素が歯肉から血管に入り込んで、血糖値を下げるホルモン（イ
ンスリン）を作りにくくすること（インスリン抵抗性）がわかって
います。そして、歯周病を治療すると、糖尿病の症状が改善するこ
ともわかってきました。
誤燕性肺炎
　唾液や食べ物が誤って肺や気管に入って起こる誤燕性肺炎。歯周病菌の中には肺炎の原因となるものが多いため、予防には歯
周病のコントロールが重要になります。
心疾患
　歯周病のある人は、心筋梗塞や狭心症などの心疾患を発症するリスクが高いことが報告されています。歯周病が進んでいる人
ほど、そのリスクが高くなるとも言われています。歯周病菌によって作られた炎症性物質が、血管に入り込んで心臓に送られ、
心臓の血管に影響を及ぼすためと考えられています。
早期低体重児出産
　妊娠中の女性は女性ホルモンの影響で歯周病にかかりやすくなります。歯周病の女性では、低体重児および早産の危険度が高
くなることが指摘されています。歯周病菌が血中に入り、胎盤を通して直接胎児に影響するのではないかと言われています。
骨粗鬆症
　骨粗鬆症によって全身の骨が弱くなると、歯を支える歯槽骨も弱くなり、歯周組織の破壊が進みます。骨を守るエストロゲン
という女性ホルモンの分泌が少なくなった、高齢の女性は特に注意が必要です。
　むし歯と違って、歯周病には痛みなどの症状があまりないため、気付いた時にはかなり進行していることが少なくありません。
歯周病は歯を失う大きな原因になっているだけでなく、全身に影響を及ぼし、さまざまな疾患の原因となったり、症状を進行さ
せたりするため、適切な予防や治療を行うことが大切です。
歯周病と全身の関係
　近年、歯周病が全身に影響を及ぼしたり、また全身から影響を受
けることや、さまざまな疾患と関わりのあることがわかってきま 
した。
